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 連合は、沖縄戦から７０年目の節目となる慰霊の

日（６月２３日）にあわせ、２３・２４日の２日間、

２０１５平和行動 in沖縄を開催した。 

 連合福島からは、派遣団として県南地域連合の春日

議長を団長に８名が参加した。 

 １日目の「２０１５平和オキナワ集会」は、那覇市

民会館において、全国から構成組織・地方連合会あわ

せて約１,４００名が結集し開かれた。第１部は、「こ

れからの平和運動と次世代への継承を考える」とのテ

ーマで、連合沖縄・連合広島・連合長崎・連合北海道

の青年委員会委員長等と連合山根木総合組織局総合

局長によるパネルディスカッションが行われた。 

 続いて開かれた平和式典では、主催者を代表して古

賀伸明連合会長は「連合は、沖縄県民の生命・人権・財産を守り、米軍基地で働く仲間の労働基本

権を守るためにも、政府に対して弛むことなく、日米地位協定の抜本的見直しを求めて行くととも

に、米軍基地の整理・縮小を進め、沖縄に過度に偏った基

地負担の解消を要求していく。また、辺野古沿岸は、基地

に代わる沖縄経済振興の大きな柱である観光資源の宝庫で

あり、なぜ沖縄県民が普天間基地の辺野古移設を反対して

いるのかを真摯に耳を傾け、丁寧な対話を重ねるべきであ

る」と訴えた。 

 ２日目は、各地方連合

会の要望が組み込まれ

た「ピースフィルドウォーク」に参加した。沖縄戦の激戦地、嘉

数高台公園から普天間基地を望み、基地周辺に民家が立ち並ぶな

か、オスプレイが離発着する滑走路を見ることができた。更に、

４,０００ｍ滑走路２本と２００機近くの軍用機が常駐する極東

最大といわれる嘉手納基地の大きさには驚かされた。また、沖縄

県民の声である普天間基地移設反対の辺野古・キャンプシュワブ

を、反対派が座り込みするテント村から見ることもできた。 

そして最後に、「在日米軍基地の整理・縮小」「日米地位協定の

抜本的見直し」を求める行動として、沖縄国際通りでのデモ行進 

に参加し帰路に就いた。 
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